
KHJ
ー 特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 主催 ー

ひきこもりの長期高年齢化と社会的孤立が課題となっています。
ひきこもり状態について、本人も親も声を挙げづらく、家族全体で抱え込み、
適切な支援につながらないまま、長期に渡ってしまうことも少なくありません。

KHJ全国ひきこもり家族会連合会は、ひきこもりでは唯一の全国組織をもつ家族会（当事者団体）です。
家族や本人が孤立しないで支え合っていける社会づくりを目的としています。
本講演会では、ひきこもりについて、より多くの方々に理解していただくとともに、
周囲（家族、支援者、地域の人々）がどのようにかかわっていけばいいかを考えます。

また、ひきこもる本人・家族が、地域で孤立することなく、
安心して集い、手を携えていける場所として、家族会を発足させます。
ご家族、ご本人、ひきこもり問題に関心のある方、是非お越しください。

「ひきこもりを元気にする親や周囲の対応」
講師：山本洋見

（KHJ全国ひきこもり家族会連合会理事）
 

「ひきこもりの現状と課題～地域でどう取り組むか～」
講師：伊藤正俊

（KHJ全国ひきこもり家族会連合会 共同代表）

＜プロフィール＞
ＮＰＯ法人てくてく　理事長。ひきこもる子を持つ母親とし

て、家族会を長年運営する傍ら、支援者として多くの相談、ア

ウトリーチを行っている。（法）日本家族カウンセリング協会

会員。カウンセラー・家族相談士・家族支援士　厚労省認定

KHJひきこもりピアサポーター。２００５年のぞみの会設立

。ひきこもり家族会をはじめる。２０１１年ＮＰＯ法人てく

てくを設立、以来、ひきこもり・ニートの家族会、居場所、てく

てくファームを運営。

＜プロフィール＞
1991年　山形県米沢市で「登校拒否の子を持つ親の会」を立ち上げ
2003年　同会を「ひきこもり家族会」に変更
2005年　全国引きこもりKHJ親の会（家族会連合会） 山形県支部
　　　　 として参加
2006年　特定非営利活動法人「から・ころ」開設 代表理事就任
 　　　　ひきこもり本人の居場所を開設・運営
2010年　「から・ころ」が就労支援事業所として山形県から委託。
　　　　 その後、就労継続支援B型作業所も受託し、高齢者宅への
　　　　 宅配事業やレストラン事業を運営
2014年　「全国引きこもりKHJ親の会(家族会連合会）」 副理事長に
　　　　 就任
2016年　「KHJ全国ひきこもり家族会連合会」に改称し、同年、共同
　　　　 代表に就任

近畿
ブロック
兵庫県
川西市

KHJ全国ひきこもり家族会連合会とは？
全国ネットワークを有する唯一のひきこもり家族会
です。ひきこもりを抱えたご家族が社会的に孤立し
ないよう、全国の家族会と連携し、行政に働きかけ
ながら、より良い社会の実現をめざしています。

（日）12/6
多田東会館 2階
川西市多田桜木１丁目７-２４

072-792-1450
能勢電鉄「多田駅」下車  南へ徒歩5分
「鼓滝駅」下車 北へ徒歩５分

※お車でお越しの際は駐車場がございませんので
近隣の有料駐車場をご利用ください

１３:３０~１６:３０

2020年

（受付開始 13:00)

本人 / 家族 ：無料
支援者/一般：1000 円
定員50人（申込不要・当日参加歓迎）

KHJ本部事務局
Mail : info@khj-h.com

TEL : 03-5944-5250　FAX : 03-5944-5290

【主催】特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会
【協力】NPO法人「百生一輝」

家族会を毎月行います
(毎月第一日曜日 同会場を予定 ※1月のみ第二日曜日)   
問合せ:090-7353-2803(広瀬)2019年3月に社会人の農学校で知り合った４名が、「生きづらさ抱えている人

たちが輝ける」社会をめざして設立した。
2020年5月に、障害者就労継続支援B型事業所「ふぉーふーむ」を立ち上げた。
法人の使命は、何を語っても、何も語らなくても、また何も語れなくても、それ
ぞれの人にとっての「今、ここ」に居る場所から、その人なりの社会との間合い
を大切にできること、手探りであっても歩み出せるきっかけを創ること。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ご協力をお願いします。
・必ずマスクを着用のうえご来場ください。
・受付時に検温、手指の消毒をお願いします。
・発熱が認められる際は、入場をご遠慮いただく場合がありますのでご了承ください。


